


ることとなり、この事業規模を維持するためには一層の

寄付増進が必要である、 との認識で一致。理事会緊急決

議を行って、全地区ガバナーへ更なる支援をお願いしま

した。

2010年度の寄付額は前年度から1, 300万円減少しま

したが、実は、 1人あたりの平均寄付額は1万4， 600

円と、前年度（1万4， 475円）をわずかながら上回り、

2万円を超えた地区も5地区ありました。

個人平均寄付額の前年度からの伸び率が最も大きか

ったのは、第2580地区（東京・沖縄） 。この奨学事業

の前身を立ち上げた東京ロータリークラブが創立90周

年を迎え、 1， 000万円の寄付があったことが大きく寄与

しました。また、第2720地区（大分・熊本）は前年度
比15%

増。当時の同地区米山記念奨学委員長・東保房雄氏は、

「地区内クラブの会長や理事に対し、普通寄付金1，000

円アップを呼びかけた。必然的にクラブ理事会で米山の

話題が出され、米山を再認識する契機となったのでは」

と、分析しています。世話クラブの数が少ない同地区で

は、奨学生の出張卓話にも力を入れたところ、クラブの

奨学生に対･する理解促進だけでなく、同行したカウンセ

ラーと奨学生との距離を縮める効果があったそうです。
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ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識

鯵-寄付金伽絹一
◆皆さまの寄付金はすべて奨学事業に
（財）ロータリー米山記念奨学会の活動は、国際ロータ

リーが認める「多地区合同奉仕活動」であり、 日本全国

のロータリアンから毎年いただく寄付金だけで成り立

っています。2010-11年度の寄付金収入は13億1, 400

万円（前年度13億2， 700万円）でした。いただいた寄

付は奨学金のはか、地区、世話クラブ、学友会への補助
費など、奨学事業だけに使われています。事務費や人件

費などの管理饗支出は、資産の利子収入で賄っています

（グラフl参照） 。

◆寄付金の使途(2010-11年度決算）◆
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◆すべての寄付金に税制優遇が受けられます

当会への寄付金には、 「普通寄付金」と「特別寄付金」

の2種類があります。いずれも使い道は同じです。
■普通寄付金：各クラブが決定した金額×会員数分を日

本の全クラブから納入いただいているもので、安定財源

として必要です。 2010年度平均: 4. 525円
■特別寄付金：個人・法人・クラブからの任意の寄付金

で、金額にきまりはありません。一定の金額に達するご

とに表彰制度があります。 2010年度平均: 1万75円

当会は「特定公益増進法人」に認定されているため、

所得税・法人税の税制優遇が受けられます。例えば、総

所得金額1, 000万円の人が個人で10万円の特別寄付を

した場合、所得税の負担が約3万2， 000円少なくなり

ます。普通寄付金についても、クラブ事務局を通じて会

員氏名を電子ファイルでご提供いただければ、申告用領

収証を発行いたします。これらの領収証は合算して使う
ことができ、年間2， 000円を超えた分から寄付金控除

制度を利用できます。
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米山記念奨学会では、財政の健全性・透明性確保に十

分配慮しています。内部監査に加え公認会計士による外

部監査として、公正な立場から毎月全伝票のチェックを

受けています。決算報告もホームページ上で公開してい

ます。詳細な計算書類は事業報告書（統計・資料編）に

掲赦して、毎年9月下旬に全クラブへ送付しています。

◆2012年度は800人、しかしその後は…？

米山奨学生の採用数は年間約800人です。これは日本

で民間最大の規模です。800人の奨学支援には14億5,

000万I11が必要ですが、特にここ2年間の寄付実績はこ

れを大きく下回り （グラフ2参照） 、不足分は「奨学資

金特別積立財産」を取り崩して補っています。

◆寄付金と奨学金・事業費推移（01-02～10-11年度）

0 馴倣8「i・O8lOjl

◆この事業の歴史をつなぐために

戦後、日本のロータリーが国際ロータリーに復帰して

わずか3年後の1952年に、米山記念奨学事業は始まり

ました。まだそれほど豊かではなかった当時、世界の

国々に真の日本を理解してほしい、ロータリーの心を伝

えて世界の平和の礎となる人材を育てたいと、ロータリ

アンたちは大変な労力を費やして、タイから第1号の奨

学生を迎え入れました。それから50年、巣立った奨学

生は1万5， 000人を超えました。

「この堺業をアメリカのフルブライト制度のように大

規模なものにし、米山翁の名において国際親善に大きな

サービスをしたい」一。この事業の創始者たちが込めた

思いは今、どのように結実しているのでしょうか。

10月考は米山月間特集、 11月号からは、ロータリア

ンと奨学生の間に育まれた"絆"をテーマに、米山記念奨

学事業の意義と成果をお伝えするシリーズを掲戦して

いきます。
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今年6月3日に開催された理事会では、これまでにな

く危機感を持った談論が交わされ、来春の採用数は従来

通り800人とするものの、取り崩しは今年度で最後とす
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